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4月の例会 の 御案 内

春 の「美術鑑費会」

具合爵 fttl量鷹量喜言鷲「髯議考網
※ 月例会 には 会員家族 の参加歓運 します。
※ 問い合わせは 事務局 (東亜興塵 内 浜田)ま で

ほか多数 出品



ご利やくが得 られるわけです。皆様も楽な気持ちで 種々な資格に挑戦されたら、 1

婦何がでしょうか。

西 立 会 の 近 況 報 告          |

奥 村 勝 彦 ( 昭角 44年 経営率)     |

免 許 状 と の 出 合 い

奎 井 良 祐 ( 昭和 26年経卒)

4回生のとき、高校の教員免許状 (社会)を取りましたが、それには教育実習を

書黒憲2111ξ壌通楳究走百優ふ吾子肇目零言8億宇18墨徐薯穂gを最彗骨響昌
外 の理科系 で 教 育実習を受 けました。 これが後 日私の生涯 を決定 して しまうとは

夢 にも思いませんで した。その時の生徒 が習 つて いた理科 の項 目が「 電池」 で内容

は、乾電池、鉛畜電池、電気分繹 と金属のイオン化傾向についてでありましたが、

得意 の一夜漬けで教壇に臨みましたが、生徒の質問攻めに 冷や汗をかきました。

こんなことがもとで、電池に親近感を持 つように生り翌年高槻にある湯浅電池の

入社試験を受ける動機にな り、以後30余年 の長きに見り同社の営業畑一筋に勤務 し

憲雰喬慧τξ[発卜「姿厭∫:L羨訪Ё昌椴雪釜『
「錆びついた夕Чで今では使い

そ してそれが将来 の生活 設言,の基 盤にな るとか、万― の精 えのた:め に役立 つな らば

(傷浅電池佛」ヽ日原製 作所 電算部第二課内 奥村 )

※※ 立命館 大学神 奈川県支部―年間の歩 み ※※※
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燿細 年 10月～譜寿露挙2月 世話人会・ 準備会

昭和 58年 2月 H日 神奈川県支部設 立総会 於川崎 日航ホテル
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裁 る 日、大阪 の心 斉橋筋 で 音の同窓生 t

大手 の二流電膠 ―カーの馬 い地位 にあ ,

彼 が私 に、ど うして いるのだと尋ね ましプ
保険の外 交を しているのだ。」 とい って t

の喫茶店 に誘 い コー ヒーを一杯 注文 し資
うとい って早 々に出て行きま したc悪いことを したと思 ったのですが、後 の祭 りで
ど うしよ うもあ りませんっ
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支部長をしてい

しヽます。

支部 長 勝田寛―  (昭 25年 文卒 )

名 簿  発 ■ の 辞

名薄発刊委員長  登′11苦康  (確 35年理ェ卒)

※ 記載事項等変更の際の連絡先

〒221横浜市神奈メli区鶴量町 2-21-9

曾溜驚)電罷尋霊1浜支店内浜田

校左会神奈川県支部設立総会後 か ら会 晏名簿 力作成 に議 手 し′遅 々とか らず、 やっ
と発刊 にたど りつ く事が出来 、早期発■ の期待 に答 える事が出来ず、大変 申 し訳な
く思 います。作成 に際 して事項 の確 認や校ェ 、メィプ 、口屁」に姦ヵ ヒ′て下 さ った校
友 の皆 さんに心から感謝致 し,ま す。

この名簿 の基礎 資料 とな ったのは、母校 か らの神奈メ11県在 住者名薄を基 に 数 回
の郵便物 発達 に依 る確認 、及 び不 明者 の追跡調査、既知者 よ りの近隣在住 又は同 じ
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今 回名簿 に記載出来 た人数は、 740名 で推定県内在住在 場者 1,300名 の約半
数強 に過 ぎず 、ょ り完全 な名簿 に するた
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『

F者
の構 せ跡 ,、 今後 の

雰層i暑曇言量還馨墨量彙]if菫貴着讐省冒b.テ
たは禾講載の校友を知っている

この名薄 が よ り完全 に整備 され 、有 意義 に活用 され るこ とを含 じて 発 Tlの辞 と
た l.′ ます。
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北
山
　
茂
夫
氏

（
一
たヽ
や
ま

・

京
都
市
な
京
区
修
学
醜
水
上
田
町

七
の
自
宅
で
死
去
。
七
十
四
歳
。

日
本
古
代
聾
専
攻
ｏ
告
別
式
は
二

月

一
日
午
後
二
時
か
ら
自
宅
で
。

蓼
一
ほ
委
、
素

（
も
一し

さ
ん
。

東
大
卒
、
昭
和
二
十
二
年
、
立

躙

冬

壼
学
を
代
表
、
民
衆
の
立
場
に
立

っ
た
史
調
か
ら
方
案
集
の
中
の
農

鴫

壺
義

腫

軽

轟

離

ほ
か

「
大
伴
家
持
」

「
壬
中
の
内

乱
」
な
ツ

，
の
著
書
が
あ
る
。

北 山茂夫 先生 をま、昭和 44
年学園紛争 で立命館 を辞職
するまで 20年の長きにわた
り 奈良本・ ホ屋教授 とと
もに立命館 史学 を築 いてこ
られた。地理学従 である私
も教 職誤程 でご教示 いただ
いた。先生 の研究 と情熱あ  |ふるる講義が想い

贅ξ19。  |



横 野 圭 司  (42年 法卒 )

一年の計は元亘にあ り、とのことから今年は家族で、また一人ひとりで何か 目標

を立てt努力するようにしては ? 大きなことではなく簡単なこと、例えば朝の「

おはよ うございます。J夜の「おやすみなさいっJな ど普通 日常の挨拶ことばを

明るく言い合えるように必ず実行 したいものです。過日、電車の中で二外、の子供が

非常に騒いでいたが、両親は「静かにしなさい !」 を運発、子供は相変 らずの様 ifl、

公徳心と注意の仕方に ?い て^現 ft夢はどうならてしまったのでしょうか。明日の

日本はどうなるのでしょうか。幼少からの教育こそが 我々の責落であろうはずに,

「子」の年 政治、教育 tま安定しない チ ヨロチ ョロの時代の様子。そね′故に我タ

立命同志は団結 し、自/4Jの こととして考え、行褒 し、不確実な世情から一歩コミコ

ニヶ― 卜できる「輪Jを拡げていこうではありませんか。明 日の自分のために。v

あなたのためにっ (層 59年 1月 )
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